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チェルノブイリから



















































放射能安全論の系譜

チェルノブイリ事故後の住民避難のあり方

プリピアチ市民の避難・・イリーインの反論

国際チェルノブイリプロジェクト（IAEA 1990）

重松逸造委員長とイリーイン（ソ連科学アカデミー副総裁）

1991年報告書（健康被害はなく精神的ストレスが問題）

笹川チェルノブイリプロジェクト

重松逸造 放射能影響研究所理事長

長瀧重信 長崎大学内科教授

山下俊一 長崎大学付属原爆後障害研究施設教授



さまざまな政府機関に関連する専門家

放射線影響研究所（放影研） ABCCの後続機関

放射線医学総合研究所

国際放射線防護委員会 ICRP

笹川チェルノブイリプロジェクト

重松逸造、長瀧重信、山下俊一

などとかかわっている専門家がほとんどで、

放射線リスクについての異論をさしはさむ

余地はありません

国際がん研究機関 IARC



放射線が人体へ及ぼす影響の研究の落とし穴

ABCC原爆障害調査委員会はヒロシマ・ナガサ
キ原爆の実に5年後から原爆被害の調査を始めた

つまり重傷者のほとんどがお亡くなりになった

後からの調査だった

しかも直接の外部被ばくのみを対象とし、低線

量被ばくや内部被ばくは考慮していなかった

そのABCCの方針を受け継いでいるのが放影研
（放射線影響研究所）



低線量被ばくの問題

国際的な合意では100ｍＳｖ以下の被ばく線

量では、他の要因による発がんの影響によって

隠れてしまうほど小さいため、発がんリスクの

明らかな増加を証明することは難しい

⇒放射線のリスクは否定されやすくなる

この場合の国際的とは

UNSCEAR（原子放射線の影響に関する

国連科学委員会）

ICRP（国際放射線防護委員会）

IAEA（国際原子力機関）





原爆の歴史から











歴史的事実

1942年マンハッタン計画

（ハンフォードサイトでの原爆製造）

1945年7月トリニティサイトでの原爆実験

（ニューメキシコ州）

8月ヒロシマ・ナガサキ原爆投下

1946年マーシャル諸島での核実験

1949年ソ連原爆実験

1951年ネバダ核実験

1954年ビキニ水爆実験

ブロック裁判・牧場主の賠償請求
（ハンフォード）



マーシャル諸島

ビキニ水爆実験











日本の政府機関は国際機関からの勧告を杓子定規
に受け入れ、日本固有の環境を考えていない。

日本は原発安全神話を押し通してきた。日本の原
発は特別であり、事故はあり得ないとしてきた。
事故に備えることは事故の可能性を認めることだ
から、してはならないことだった。

フクシマの健康問題は大部分が内部被ばくによる
ものである。

『放射線はなぜわかりにくいのか』名取春彦





こうした判りにくくなっていく世界の中で私たち
大人は子どもたちに何ができるのか？

保養のプログラムを継続していく

生活者同士が信頼関係をつなげる、

そしてそれを持続する

科学的な数値に関しては公の数値のみを

判断材料にするのではなく、自分たちで

測定を続け、自分で判断する

民間の組織への支援

裁判への支援

次の事故への備え、自己測定



汚染地にさせられて

基本的に住む環境にはならなくなったので

移住する

移住できない人には

環境放射能を継続測定する

食品測定を継続してくれる業者を作る

子どもたちへのメッセージ







ご清聴ありがとうございました
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